
【専攻医】症例登録システム
操作手順書
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「症例登録システム」MENU構成・基本情報画面

ログイン後、基本情報が表示されます。「初期研修修了年（予定）」を入力の上、「保存する」を押してください。

保存後、画面左のMENUより症例入力してください。

基本情報は「会員My Web」の情報を引用しています。

修正が必要な場合は「会員My Web」で変更ください。

神経学会事務局の確認終了後、変更が反映されます。

また、変更いただかなくても操作に影響はありません。

• 症例入力（P2）
新規の症例入力、承認依頼

• 症例一覧（P3）
入力した症例の編集

承認状況などの確認・承認依頼

• 症例集計（P4）
症例領域ごとの症例数の確認
申請条件の充足確認

初期研修修了年（予定）を入力し、「保存する」を

押下します。初期研修修了年（予定）を入力しないと

症例入力ができません。
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「症例登録システム」症例入力・編集

施設マスターにない施設を指定する場合は
［その他］ボタンの押下によって表示される
フォームに入力します。

施設内認識番号

半角英数字、ハイフン無しの入力制限をしています。それ以外は、エラーとなります。

認識番号暗号化キー

認識番号暗号化キーを入力すると自動的に「暗号化施設内認識番号」が
生成され、登録されます。
※施設内認識番号・認識番号暗号化キーは登録されません。

編集画面では、認識番号暗号化キーを入力し、「復号」を押下すると
施設内認識番号が表示されます。※暗号化キーに誤りがあると復号されません。

症例識別番号

確定保存時にユニークな番号が自動発番されます。

担当期間・入院期間

カレンダー、または、直接入力します。YYYY-MM-DD形式以外の入力はエラーと
なります。

「一時保存」ボタン

入力途中の内容を保存します。

「確定保存」ボタン

入力内容の保存を確定します。承認依頼をするまでは、編集可能です。

「承認依頼」ボタン

入力内容を確定保存し、指導医へ承認依頼をします。

「症例経験施設」 「指導医」は前回症例登録時の指導医をデフォルトセットします。
変更する場合は［検索］ボタンより条件検索してセットします。
※指導医検索は会員管理システムから指導医情報を引用しています。

MENUより「症例入力」を選択すると症例入力画面が表示されます。必須項目を入力して、症例を入力ください。
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「症例登録システム」症例一覧

絞込

様々な条件で対象症例の絞込を行います。

表示件数は5、10、20、30、50、100件の指定

ができます。

抽出後の症例をCSV出力することも可能です。

複数症例を承認依頼 または 再承認依頼する

対象の症例に☑を入れ、「チェック済の症例を承認依頼する」ボタンまたは「チェック済の症例を再承認依頼する」ボタンを押下します。

症例を編集する

一時保存または承認依頼前の症例を編集する場合は、「編集」ボタンを押下して 『症例編集』画面（2ページ参照）より行います。

承認依頼中・承認済の症例は、「確認」のみ可能です。

MENUより「症例一覧」を選択すると症例一覧画面が表示されます。

ご自身で入力した症例内容の編集・確認や承認状況の確認する画面です。複数の症例を一括で承認依頼、または、再承認依頼を行うことができます。
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「症例登録システム」症例集計

MENUより「症例集計」を選択すると症例集計画面が表示されます。

領域ごとの症例数の確認、または、申請条件の充足確認を行う画面です。集計リストは、PDFデータで出力できます。
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